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2025年4月14日
学術研究委員会　第12回研究発表会のご案内
平素より当協会の活動にご支援・ご協力を賜り深謝申し上げます。

「学術研究委員会　第12回研究発表会」【WEB配信】のご案内申し上げます。
当協会では、アフリカに関わる各種の情報収集・分析・発信を主軸とする活動を幅広く長期にわたって展開してきました。近年の日本・アフリカ関係の緊密化やアフリカに対する世界的な注目度の高まりの中で、一層活動の深化と多角化・多様化を求めるために学術研究分野での事業の拡大と充実の一環として、一昨年度より学術研究会を発足させました。
今般、第12回研究発表会として、上智大学グローバル教育センター助教である大平和希子先生をお招きして、下記の通り、オンラインによる研究報告を開催することとなりましたので、ご案内申し上げます。奮ってお申し込み下さい。
記

報告者：　大平　和希子　（おおひら　わきこ）　上智大学グロ－バル教育センター助教
（講師略歴は、次ページをご参照下さい。）
報告タイトル：『アフリカの「伝統的権威」の今－ウガンダ中西部、ブニョロキタラ王国、ブガンダ王国の事例から』
（概要は、次ページをご参照下さい。）
日時：　2025年5月12日（月）　14時から15時30分予定

司会：　青木一能　アフリカ協会学術研究委員会委員長（日本大学名誉教授）

参加人数：先着100名様

申込方法：ご案内メールに記載のURLフォームにて【氏名、所属、タイトル、電話番号】を明記戴き、
アフリカ協会事務局あてに、お申込み下さい。

締切：2025年5月2日（金）までにお申込みをお願いいたします。

以上
報告概要及び報告者略歴
概要：
サブサハラアフリカの多くの国々で、地方統治における伝統的権威の影響力が増しているという量的データがある（Afrobarometer 2008/09,2019/20/21）。本報告では、ウガンダ西部ブニョロキタラ王国を事例に、なぜ伝統的権威の影響力が今になって増しているのかという問いに取り組んだ博士論文（東京大学、2023年2月）“Institutional Transformation of Traditional Authorities: The Bunyoro Kitara Kingdom and Museveni’s Regime” を土台とし、植民地支配以前から存在しているウガンダ国内の諸王国が、40年近く続くムセヴェニ政権下でどのような役割を果たしているのかを、そのダイナミズムに注目しながら考察する。また、2025年1月のフィールド調査のデータも交えながら、中国企業と伝統的権威が結びつくことによって、地方統治における伝統的権威の影響力がより強化されている様も描く。
略歴：

大平和希子（おおひらわきこ）
ブリティッシュコロンビア大学卒業後（国際関係学）、青年海外協力隊（任地：ウガンダ、職種：青少年活動）、桜美林大学サービス・ラーニング・センター（助手）を経て、大学院進学。東京外国語大学総合国際学研究科国際協力専攻修士課程修了（2016年）、東京大学大学院総合文化研究科国際社会科学専攻修了（2023年）の後、ハーバード大学アフリカ研究センターでのポスドクを経て、2024年より上智大学グローバル教育センター特任助教に着任。2025年より現職。政治学に軸足を置いたウガンダ地域研究を専門とし、植民地支配以前から存在している伝統的権威と中央・地方政府の関係性を考察してきた。最新の研究課題は、伝統的権威と中国私営企業の関係性に着目した中国アフリカ研究。

日本アフラシア学会理事、NPO法人RITA-Congo理事。

主著：
“Politicization of COVID-19 in Uganda: A Critical Reflection on Government Interventions and Citizens’ Perceptions”（共著、forthcoming）、「地方分権化のその後—地方自治体の機能低下と存在意義を高める王国」吉田昌夫、白石壮一郎編『ウガンダを知るための62章』pp.97-101、明石書店（2024）、「慣習的な土地権利安定化に向けて伝統的権威が果たす役割—ウガンダ西部ブニョロ地域の事例から」アフリカレポート58号 pp.1-13（2020）など。
